












は じ め に
南北朝期の国都は、 「皇帝の都」 であると同時に 「仏の都」 でもあった。 「魏書」 巻一一四・
釈老志によると、北魏の平城には太和元年(477)の段階で100近い寺院が建立されていた。洛陽
では更にその数は增え、1367 に も 及 ん だ と い う (「洛陽伽産記」巻五)。 また、北斉の那につい
て 「続高僧伝」 巻一〇・靖嵩伝には 「都下大寺、略計四千」 と見える。南朝の建康にも、梁代

















要な施設であったと考えられる。仏殿について 「洛陽伽藍記」 (以下 「伽産記」 と 略 称 ) 巻一・
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図 l  北魏洛陽伽藍図
永寧寺条は 「形、 太極殿の如し」 と記す。 同条には 「外国所献経像、 皆在此寺」 と あ り 、  おそ
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と あ る。洛陽においても同名同格の官寺を、 それも平城とほぼ同じ場所に建立しようと孝文帝
は計画していたに違いあるまい3 )。かかる同帝のプランに基づいて、館太后は永寧寺の建設を命
じたものと推察されるのである。 あるいは、 太后が下命したのは仏塔の造営だけで、 寺將や楼




次に着目すべきは景明寺である。 この寺は宣陽門 (内城の南面正門) から南に一里、御道の
東に位置した(図1)。即ち外城の官寺である。建立されたのは宣武帝の景明年間(500̃503)o 同
帝は孝文帝の後嗣で、 景明はこの皇帝の最初の年号にあたる。 「伽産記」の記載に基づけば、 景




景明寺について 「伽藍記J巻三・本寺条は 「束西・南北方五百歩」 と記す。数地面積の広さ
は、都下第一位であった。 その寺域内には、仏殿・僧房が軒を連ね、且つ、高台'楼閣は 「浮
道」 で結ばれていた。 また、戸外には 「松竹面正」 が生い茂り、造成された三つの池には 「黄














































築かれた。 これは建築物に窺える儒仏混清の一具体例といえよう。 また、 このような直接的な
事例ではないが、 以下に論じる事実も同様の世相に基づいた「一致」と理解される。 即ち、 「後






とあるから、 平城門より南七里の場所にあった。 また、 同門と南宮南壁との距離は一里余りで
あったと推測される'2 )。以上総合すると、南宮と円丘とを結ぶ御道の中間地点に明堂は設けられ
たと見なしえるのである (図2-1)。
さて、 かかる想定が正しいとした上で、 つぎに北魏の洛陽について検討を加えよう。 宿白氏
の 「北魏洛陽城里坊示意図」 に従えば、富城から内城南面正門の宣陽門まで五里。そして、同
門より南に九里離れた場所に円丘があった。 宮城と円丘は御道で結ばれてぉり、 その沿道に巨
大な官立寺院、 即ち景明寺が建立されたのである。 先に確認したように、 景明寺と宣陽門との
距離は一里。且つ、その寺域は一辺約二里であったと理解される'3 )。さすれば、当該仏寺もまた





















図 2  後演・北魏洛陽概念図
るのではなく、 それに代わる施設として景明寺を置いたのである。
仏教寺院を以て儒家の礼制建築に代替する。 ここにも儒仏混清なる当時の世相を看取するこ
と が で き る で あ ろ う。 と同時に、 以上の考察によって都城プランにおける景明寺建立の意義が




2. 南 朝 建 康
(1) 大荘厳寺
「建康実録』巻八・孝宗穆皇帝紀 ・ 謝尚伝注引く 「塔寺記」 には次の如く見える。
宋大明(457̃464)中、 路太后於宣陽門外太社西藥園造莊嚴寺。
建康の太社は、賀雲翻氏が正しく指摘するように、都城の南面正門である宣陽門の南、御道の
西側にあった (図3) '7 )。 その東牆は御道に面していたと推察される '8 )。 太社の西には薬園があ
図 3  南朝建康図
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り、 この園に劉宋 ・ 孝武帝の生母路氏が大荘厳寺を建てたのである'°)。
大荘厳寺について 「宋 割 巻 九・後廃帝紀には、
[元徽二年(474)]五月壬午、太尉・江州刺史桂陽王休範舉兵反。庚實、内外戒最。一…。丙
申、[越騎校尉]張敬兒等破賊於宣陽門莊嚴寺小市、進平東府城、集擒羣賊。
とある。文中の「宣陽門荘厳寺小市」 は 「宣陽門近くの荘厳寺の小市」 と解釈すぺきであろう
から、 この寺は都城の南正門の付近に位置していたと理解される。 また、陳の江總が著した「大
荘厳寺碑」 (「芸文類聚」 巻七七・寺 碑 ) に、
前望則紅座四合、見三市之盈虚、後勝則紫閣九重、連雙開之1整峭。
と見える。「双関」 とは台城(宮城)の正門である大司馬門を指す。 この門は御道の北端に他な




上で確認したように、 当該寺院の創建は路太后の発願にかかる。 ただし、 寺域内の主要な建













「大明」は孝武帝治世の最後の年号にあたる。 大荘厳寺は、 大明中に発願され、 この元号の期





晉氏南遷、 立南郊於巳地、 非禮所謂陽位之義也。 宋孝武大明三年九月、 -一、 乃移郊兆於
株陵牛頭山西、正在宮之午地。 世祖崩、前麼帝即位、以郊西地爲吉祥、移還本處。
とある如く、帝は大明三年(459)に南郊を牛頭山の西に移した。もともとの丘壇は東晋極初の太























は、 前者を御街の延長線上に移し、 後者をその沿道に置いたのである。 「御道」をあるべき姿に
整えようと希求したのであった。帝が没すると、前掲の「宋書』礼志に「世祖崩、前廃帝即位、
以郊旧地為吉祥、移還本処」 と 見 え る よ う に、南郊は直ちに元に戻された。以後陳王朝まで祭
天の儀礼は移還された旧地で行われたのである。 南郊が南北の中軸線上に位置していることを



























[四月]辛西(二九日)、 興駕幸大莊嚴寺捨身。 壬成(三〇日)、 羣臣表請還宮。
[十月]乙亥(一五日)、 與認幸莊嚴寺、 發金光明經題。











きる場として選ばれたのが大荘厳寺であった。 御道に近接し、 且つ、 都城の南面正門に近いこ
の寺は、 まさに格好の舞台であると見なされたのであろう。候景の乱に始まる未曾有の危機を
経たことによって、帝都建康における当該官寺の重要性はより一層強く認識されたのである。陳
代の大荘厳寺について 「階書」 巻二二・五行志上・「貌不恭」 条には、
太皇・莊嚴二寺、陳國奉佛之所。


















泰両寺院の浮図はまさにその先駆けに他ならない。 北魏の重太后も、 また南朝梁の武帝も、 自
らの信仰心の厚さと同時に、 ここが世界の中心であり、且つ 「仏の都」 であることを象徴的に














と あ る。 当該宮殿は帝の登極当初からの動行の場であったと理解して大過あるまい。 仏教関係
の諸史料によれば、天監三年(504)に発布された有名な「捨道奉仏」の詔勅は、この宮殿で自
筆 さ れ た と い う 28)。「梁書」武帝紀が重雲殿と同泰寺とを並べ記すのは、この両施設が武帝にと っ
ての主要な修行の場であったからに相違なかろう。













の永寧寺 (宮城の南) と全く好対照な位置に造営されたのは、 当該寺院のかかる本源的な性格


















に も、江總の 「大荘厳寺碑」 (「本稿2」 で引用した部分の続き)に、
加以園習歡喜、水成功德、池益甘露、不因玉掌、樹描音樂、無待金奏。
と記されているから、池が存在したことは間違いない。 おそらくこの寺も景明寺と同様池苑を










さて、 近年、 東魏北斉の部古城において巨大な仏塔基:理跡が発見された。 後のボー リング調
査・試掘によって、当該寺院の平面は一辺が約430 mの正方形をなしていることがわかった。朱
岩石氏が推察するように、この寺はほぼ一坊を占める広壮な仏寺であったに違いない3°'。仏塔の





寺に極めて近い。塔の基壇は永寧寺よ り も小さいというから、それはぉそら く七層の浮図であっ














りあえず雷依群l999 「北周史稿」 (陳西人民教育出版社) 第七章第二節を参照されたい。











5:景明二年(501)に 323坊の坊制が集かれている(「数密」 巻八・世宗紀・同年九月丁西条)。お そ ら く こ
のころ都市の整備'が完了したのであろう。 なぉ、 円丘が伊水の北に新築されたのも同年であった (後
述)o
6:服部l968 「続北魏洛陽の社会と文化」 ( ミ ネ ル ヴ ァ 密 房 )  l94̃207頁。
7 :  永率寺の主要な建築物は、 寺内のほぼ中央に屹立した九重仏塔とその北に位置した仏殿であった。






9 : 「織漢密」 巻一三 ・五行志一・「屋自壊」 条に見える經帝光和元年(178)の蔡目の対に、
平城門、正陽之門、興宮連、郊記法爾所由從出、門之最尊者也。
と あ る。
10: t':illllしたように、景明寺の数地は 「東西・南北方五百歩」 であった。北魏洛陽の一坊 (一里 ) は 「方三
〇〇歩」であったから、この寺はほぼ4坊分を占めていたことになる。 また、鑑台については 「文選」
巻一六・1需i安 「仁開居成」 注引く陸機 「洛陽記」 に、
靈整在洛陽南、去城三里。
と見える。南の内城城壁より3坊購れた4坊日に館台があったと解釈すべきであろう。宿白1978「北魏







l 2 :  各氏の復原図によれば、 洛陽城東面最南の耗門と西面最南の広陽門とを結ぶ東西の横街が南宮南壁の




457 も、 景明寺は 「富城から円丘までの南北大道のほぼ中央にあ」つたと指摘される。
l 5 : 「魏書」 巻八・世宗紀・景明二年十一月壬賣条。
16:太極殿は景明三年十二月に落成したが (「魏書」 世宗紀)、 佐川英治2005「北魏洛陽の形成と空間配置
一外郭と中軸線を中心に 一 」 「大阪市立大学東洋史論集特集号」が考証するように、その建設は量
明二年以前から進められていたと考えられる。なぉ、氏は「太極殿、円丘、外那城の建設はほぼ一体で

























23:東普南朝の郊記制度については、金子修一 l979「魏音より l商唐に至る郊記・宗願の制度について」 「史
学 雑 制 第 88巻第10号、 および同l998「演唐間における皇帝祭記の推移」 「王権のコスモロジー」 (水
林能・金子修一・渡辺節夫編 弘文堂、後に同氏著200l 「古代中国と皇帝祭記」 (汲古書院)に改題所
収)を参照。
24:金子 「漢唐間における皇帝祭記の推移」。
25: 「仏祖統紀」 巻三六は、この聴識を建元元年にかける。
26:大荘厳寺とともに「陳国奉仏之所」となされた太皇寺は、「大皇寺J「泰皇寺」とも表記される。本構で
は調i訪義純l997「陳帝室と仏教」 「中国南朝仏教史の研究」 (法議館)に従つて、以下「太皇寺」に寺名
を続一する。
27:報訪義純l997「梁武帝仏教関係事願年譜考」 「中国南朝仏教史の研究」 (法議館、なぉ初出は1982)参
照。
28:注27)諏訪論文参照。
29:陳代には同泰寺に代わる内城の官寺が築かれた。前出の太皇寺がそれである。注26)諏訪論文は、太建
二年(570)三月に死没した太皇太后章氏を追善して、 宣帝がこの寺を建てたと推断される。 「弁正論」巻
三によれば、 帝は寺域内に「七級木浮図」を建立している。 その所在地については史料が錯綜している
ため明確にすることはできない。しかし、細かい考証は省くが、都城内の南北中軸線上ではなく、東か
西のいずれかに偏つていたのではないかと思われる。
30:本論集第I章所収の朱論文。
31:那城で発掘された寺院も「御道の中間」に位題していたはずである。北魏洛陽のような富城一円丘の中
間地点か、府唐長安城の如き皇城正門一外郭城正門のそれであったものと予測される。円丘ないしは外
郭の発見が待たれる次第である。
